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12 月 23日（木）に、学年生徒総会が開かれ、各学年ともに「2学期を振り返り」「3学期に向けて」を

テーマに話し合い、新年を迎えることとなりました。3 年生は、「最上級生として達成したい八ｹ条」への取

り組みを評価し、全員が意識した生活を送ることが出来たようです。特に「分からないところをそのままに

しない」「自分から挨拶をする」が高評価で、各自の目標達成に向け努力出来た様です。一番意識できなか

ったことは「全員が聞こえる声で発言する」「何事にもチャレンジする」の２項目で、取り組みに向けたリ

ーダーを選出する際に、率先してやろうとする意識が低かった、一部の人に限られた、との反省が出ました。

2 年生は、学年スローガン「Can do anything」～今の自分を乗り越えろ～への取り組みで、91.4％の生

徒が意識して生活したとの評価を。「何かに挑戦できた」「最後まで諦めずにできた」「挙手発言、話し合い

活動に積極的に参加した」「目標達成に向け努力できた」との報告がありました。自分の力を向上させると

共に、仲間を意識した活動が出来ました。1年生は、学級目標「虹色のクラス」を目指すクラスになってい

るかを評価しました。◎と評価した生徒の意見は、「個性を否定しないで尊重しようとしていた」「それぞれ

自分の考えを持っている」「得意なことを活かせている」△と評価した生徒からは、「相手の立場に立って考

えていないところが見られた」「目標の意識が薄れている」「周りに流される場面もある」との反省が出まし

た。どの学年も取り組まなければならない課題を明らかにし、解決する過程の中でまた考え、話し合い、次

のステージに向かって進みます。頼もしさが増した学年生徒総会でした。 
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南極に住むペンギンは、集団で生活しています。リーダー

はおらず、最初に動いたペンギンの後を大勢が続く行動を取

るようです。ということは、最初に動くペンギンが重要とな

るわけです。「おなかがすいたなぁ～」となった場合、餌とな

る魚やイカ、タコは海の中。でも、天敵となるアザラシやシ

ャチも海の中。誰も飛び込もうとしません。しかし、とうと

う一羽が海に飛び込みます。アザラシやシャチに出会ったら

丸呑みされてしまう危険性があります。勇気が無ければ行動

に移すことが出来ません。最初の一羽のおかげで安全が確認

されると、次々とペンギンは海に飛び込みます。 

 人間の世界でも「最初」に「難題」に向かう人はいるわけ

で、「そんなこと出来るわけないだろう」「ありえないよ」と

批判されながらも、その時代のファーストペンギンの挑戦で

難局を乗り越え、今に至っていることがたくさんあります。

「立川の風」を活かせないかと取り組んだお話しが NHK の

プロジェクトＸで紹介されました。今では当たり前のように

私たちの景色に馴染んでいる風車ですが、困難に立ち向かい

成し遂げられた偉業なのです。私たちの住む地域 

には、「難題」に挑むチャレンジャーがいます。 

年齢、性別関係ありません。皆さん一人一人が 

チャレンジャーです。先輩を見習い、ファース 

トペンギンになってみましょう。 

大会の結果は、

新聞掲載されまし

たので、生徒名を

そのままとしてお

ります。 


